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論文の内容の要旨 
１．研究の目的 
本論文では、大学対抗運動競技プログラムにおけるタイトルⅨ（Title IX of the 
Education Amendments of 1972）の実施過程を 3 つの国家権力のそれぞれの対応と関係の
動態として明らかにすることを目的とし、タイトルⅨを大学対抗運動競技プログラムに適
用するにあたって、男女平等を実現するための原理原則及び基準の遷移を考察した。また、
2002 年 10 月のミンク法（Patsy Takemoto Mink Equal Opportunity in Education Act）
改称を契機と捉え、ミンクのタイトルⅨへの関与を立法的側面から実証し、ミンクのタイ
トルⅨへの貢献を考察した。 
２．論文の概要 
上述の目的を達成するために各章ごとに次のような課題を設定した。第 1 章のタイトル
Ⅸの制定では、タイトルⅨがどのような審議を経て制定したのか、タイトルⅨの審議にお
いてミンクがどのような主張をし、どのような意図をもってタイトルⅨを成立させようと
したのかをそれぞれ明らかにする。第 2 章の大学対抗運動競技プログラムとタイトルⅨの
制定後から改称前までの実施過程では、教育上の性差別の禁止を規定するタイトルⅨがど
のように大学対抗運動競技プログラムに適用され、実施されたのかを関連する立法、方針
及び判例から明らかにする。第 3 章のタイトルⅨの改称では、なぜタイトルⅨがミンク法
に改称されたのかを明らかにする。第 4 章の OCR（市民権局）による大学対抗運動競技へ
のタイトルⅨの判断基準の適用の変化では、OCR による大学対抗運動競技への 3 つの判断
基準の適用がどう変化したのかを明らかにする。第 5 章の大学対抗運動競技プログラムに
 
 
おけるタイトルⅨの遵守状況では、2000 年（改称前）と 2010 年（改称後）の大学対抗運
動競技プログラムにおいてどの程度遵守され、両年において遵守状況の傾向にどのような
違いがあり、どのような要因に遵守状況が左右されうるのか等を明らかにする。 
本研究を通して得られた結果は次のように纏められる。第一に、タイトルⅨの実施過程
の特徴について、制定後から 2010 年までにおいて積極的な行動をとる立法部と司法部及び
行政部が互いにけん制し合いながら実施されてきたことを把握した。第二に、大学運動競
技プログラムにおいて男女平等を実現するためのタイトルⅨの基準の適用についてである。
教育上の性差別を禁止したタイトルⅨは、タイトルⅨ実施規則によってその適用対象など
が具体的にされた。そこでは運動競技の平等機会の提供の一要因として「両性の興味と能
力を効果的に受入れた競技種目の選定と競技レベル」が示され、この遵守方法については
1979 年の大学対抗運動競技に関する方針解釈で「運動競技奨学金」、「同等な運動競技の機
会と恩恵」及び「学生の興味と能力の効果的な受入れ」に分けて解説された。また、「学生
の興味と能力の効果的な受入れ」については、「学生の運動競技への興味と能力の決定」、
「競技種目の選定」及び「両性の学生の要求に応じた競技レベル」が遵守要因とされた。
さらに、「両性の学生の要求に応じた競技レベル」の遵守のために、①学生男女比と学生運
動競技者男女比の実質的均衡、②参加機会を制限されてきた性の学生の興味や能力に対応
するプログラム作りの継続的実施、③参加機会を制限されてきた性の学生の興味や能力に
対応した現行のプログラムの実施のいずれかを実証するよう規定され、大学対抗運動競技
プログラムでは、この 3 つの判断基準が採用されてきたことを把握した。また、制定後か
ら改称前までは①が重視され、改称後から 2010 年までは①②③の基準が同等に扱われてい
ることも把握した。第三に、タイトルⅨとミンクとの関係についてである。ミンクがタイ
トルⅨ立法過程において市民的権利の見地からタイトルⅨの制定を目指し、タイトルⅨ実
施規則の立法過程では大学対抗運動競技をタイトルⅨの適用除外とする主張を阻止したこ
とと、ミンク法改称の理由にはタイトルⅨを市民的権利法として周知させることにあるこ
とを理解した。第四に、上述した 3 つの判断基準の①に基づく大学対抗運動競技プログラ
ムにおける遵守状況について、2000 年と 2010 年共にタイトルⅨの遵守が進んでいないこ
とや、小規模大学、OCR 南部管区に属する大学及び ERA 非批准州に属する大学においてタ
イトルⅨの遵守が比較的遅れていることを実証した。 
以上のことから、タイトルⅨは積極的な行動をとってきた立法部と司法部及び行政部が
互いにけん制し合いながら実施されており、大学対抗運動競技プログラムにおいては「両
性の学生の要求に応じた競技レベル」の遵守を判断する 3 つの基準が採用されており、①
の基準からタイトルⅨの遵守状況をみると、実際にはタイトルⅨの遵守があまり進んでい
ないという結論が導きだされた。 
これを踏まえて、タイトルⅨの実施の展望として、NCAA のアメリカンフットボール必要
参加人数の再検討、OCR 南部管轄局による伝統的な家庭観及び女性観と州権主張の強さを
踏まえた指導及び、男女の体育・スポーツ振興を最終ゴールに据えた OCR と NCAA の協働の
必要性を指摘した。 
 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
本論文においては、連邦議会議事録、法案、連邦教育省による政策関係文書、判例等を
丹念に読み込み、タイトルⅨの実施過程における立法、司法、行政の動態的関係を明らか
にしたことは高い評価が与えられる。また、大学対抗運動競技プログラムにおけるタイト
ルⅨの遵守状況を実証的資料をもって明らかにした点も評価に値する。今後は、上記資料
をさらに丁寧に読み込み、タイトルⅨの実施過程の動態的関係を精緻化していくことが期
待される。そして、大学対抗運動競技プログラムにおけるタイトルⅨの実施過程の独自性
の探究（明確化）が今後の課題としてあげられる。 
 平成 25 年 4 月 4 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文につい
て説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査
委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
